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授業科目 対象学科・専攻 年  次 期  別 

声楽 

Vocal Music 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
１年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担 当 教 員  

演習 １ 必修 田中 奏子・大谷 美和 

概要 

初等科音楽教育における歌唱共通教材の音楽的歌唱方法の基本を修得し、ピアノの弾き歌いができ

る。また、合唱（輪唱、二部合唱）の体験し、指導法を習得する。 

到達目標 

（1）児童発声についての知識を習得する。 

（2）小学校歌唱教材２４曲の楽曲の内容を把握し、歌うことができる。また声楽アンサンブルがで

きる。 

（3）習得した楽曲をピアノで弾き歌いができる。 

授業内容とすすめ方 

 

１ 児童発声及び声楽的発声法について  

２ 歌唱指導 及び 簡単な声楽アンサンブル １学年共通教材― 

３ 歌唱指導 及び 簡単な声楽アンサンブル ２学年共通教材― 

４ 歌唱指導 及び 簡単な声楽アンサンブル ３学年共通教材― 

６ 歌唱指導 及び 簡単な声楽アンサンブル ４学年共通教材― 

７ 歌唱指導 及び 簡単な声楽アンサンブル ５学年共通教材― 

８ 歌唱指導 及び 簡単な声楽アンサンブル ６学年共通教材― 

９ ピアノによる弾き歌い    －１週目               

１０ ピアノによる弾き歌い    －２週目   

１１ ピアノによる弾き歌い    －３週目              

１２ ピアノによる弾き歌い    －４週目                              

１３ ピアノによる弾き歌い    －５週目   

１４ 二部合唱、三部合唱     －１週目                 

１５ 二部合唱、三部合唱     －２週目   

 

テキストおよび 

参 考 文 献 

初等科音楽研究会 編「最新 初等科音楽教育法」音楽之友社 

小学校学習指導要領 第６節 音楽 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価

比率 

(1) 児童発声について

の知識を習得する。 

ほぼ完璧に

習得してい

る。 

大きな間違

いがなく、

基礎を習得

している。 

間違いはあ

るが、最低

限の基礎を

習得してい

る。 

習得してい

ない。 

 授業への取

り組み 

定期試験 

30% 

(2) 小学校歌唱教材２

４曲の楽曲の内容

を把握し、歌うこと

ができる。また声楽

アンサンブルがで

きる。 

ほぼ完璧に

できる。 

大きな間違

いがなく、

基礎ができ

る。 

間違いはあ

るが、最低

限の基礎が

で き て い

る。 

できていな

い。 
授業への取

り組み 

定期試験 

40% 

(3) 習得した楽曲をピ

アノで弾き歌いが

できる。 

ほぼ完璧に

弾き歌いが

できる。 

大きな間違

いがなく、

基礎の弾き

歌いができ

る。 

間違いはあ

るが、最低

限の基礎が

弾き歌いで

きる。 

弾き歌いで

き て い な

い。 
定期試験 30% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


